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照射材の破壊靭性評価における超小型の C(T)試験片(Mini-C(T)試験片)の適用性を把握するため、圧力容

器鋼母材および溶接金属を対象にマスターカーブ法に従う評価を実施した。異なる二機関のいずれでも有

効な評価を実施出来た。両者の評価結果は同等であり、また大型の試験体による評価とも同等であった。 
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1. 緒言 

延性―脆性遷移温度域における破壊靭性を評価するマスターカーブ(MC)法[1]は、破壊靭性の寸法依存性

を補正することが可能であり、外形寸法 4×10×9.6mm の Mini-C(T)試験片を用いても大型試験片と同等の

評価が可能であることが確かめられつつある[2]。同技術を用いて、照射された母材および溶接金属を対象

に破壊靭性を評価し、二つの試験機関間の比較および大型の試験片による文献値との比較を行う。 

2. 実験 

225mm 厚さの鋼材内面から 5、25、35 及び 55mm の位置から採取し、試験炉で 5.4、4.1、3.4 及び 2.5×

1019 n/cm2(E>1MeV)まで照射した JRQ [3]の母材と、米国 HSSI プログラム[4]で 1.0×1019 n/cm2(E>1MeV)まで

照射した溶接金属 Linde 80 を選んだ。延性-脆性遷移の評価指標である参照温度 Toを MC 法にて評価した。 

3. 結果 

JRQ 材の Mini-C(T)試験片を用い機関 A および B で有効

かつ同等の Toが得られた。表面近傍は内部より照射量が高

いにも関わらず初期特性を反映し高い靭性を持つことが明

らかとなった（図 1）。Linde80 の試験では、2 機関で 30 個

のうち12個の試験片が延性亀裂進展のため無効データとな

ったが、最終的に評価された Toは有効であり、かつ大型(0.5

～4 インチ厚さ)の試験体による文献値[4]と同じ値となった

（図 2）。本試験の範囲内では照射材に対しても Mini-C(T)

試験片による破壊靭性評価が有効であるものと考えられる。 
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図 2 Linde80 の MC 評価結果 

図 1 JRQ 材の参照温度比較結果 
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